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創業のきっかけ
現在福井大学４年生の古

こ げ

家一
いち

さんがビジネスを立ち上
げるキッカケは1人の学生との出会いでした。その子は部
活動に注力しており、塾に通いたいが帰宅の時間が21時
を越える生活スタイルで塾に通うことを諦めざるを得ま
せんでした。そのような学生を支援したいという想いか
ら、古家一さんは既存の塾では対応することが難しい22
時以降に授業ができ、かつ自宅で学べるオンライン学習
塾を立ち上げました。

グループ学習で学習効果を高める
授業はipadとZOOMを利用したオンライン学習で、全国

に向け、主に中高生に数学と英語の学習支援を行ってい
ます。オンラインではありますが、対面授業同様、生徒と
コミュニケーションを取りながら進めていきます。

通常こういったオンライン塾は個別で指導することが多
いのですが、KOGE塾ではグループ指導で行っています。
ライバル意識を促し切磋琢磨し合える環境を作ることが
ねらいです。古家一さんは個別オンライン授業の経験もあ
るそうですが、グループ指導の方が、学習効果が上がる
そうです。特に、古家一さんがメインターゲットにおいて

いる「部活動を頑張って
いる学生」には元々ライ
バル意識がある人が多い

ことから特に効果的とのこと。さらに、集客面でも
グループ学習の方が、口コミが広がりやすい傾向がある
とのことです。

集客はインターネットで
全国の生徒を対象としているので、集客はホームページ

とＳＮＳが中心です。更新は自分で行いますが、ホーム
ページの作成や広告の運用などは、創業前から交流のある
ホームページ業者に協力をいただいているとのことで、人
とのつながりの大切さを感じているそうです。

現在は補助金の支援を受けながら事業を軌道に乗せよ
うと奮闘している古家一さんですが、３年後には事業と
して独り立ちする計画です。新型コロナ感染症の流行を
経てZOOMなどのオンライン授業に抵抗がなくなった世代
に向けた新しいサービスとして成長が期待されます。

事業を起こしたと言ってもWebサイ
ト構築の費用や集客費用に苦戦していました。そこで
この制度を利用して、費用が大きいWebの構築や集客
の費用に充てさせてもらいました。学生なので資金繰り
が難しい中のこの制度は非常に助かりました。申請の段
階からかなり手厚くサポートしてもらいました。手続き
が苦手な僕でも安心して申請することが出来ました。

中身を見直す

チラシはデザイナーが見栄え良く作ればよい、というもの
ではありません。ダサいよりはかっこいい方がよいのですが、
単にカッコいいだけでは集客には繋がりません。チラシは、
皆さんが販売する商品やサービスがいかに魅力的なものか、
買わないと損をするかもしれないものなのかを伝えて、買い
に来てもらうための手段です。この点が実は盲点なのです。
そこで、チラシを作る前に次の3つのことを具体的に整理

しておくことが大切です。
①自社の商品やサービスを購入することのベネフィット 
（ご利益）を明確にする

②分かりやすい言葉で表現する
③買ってみたい、という気持ちにさせる
①ですが、そもそも自社の商品やサービスを購入するとど

んなベネフィットやご利益（ごりやく）があるのかが分から
ないと、お金を出してよいのかどうかの判断が付きません。
自分には必要でなくても、ベネフィットが明確なら知り合い
に紹介できるかもしれません。最初に見直すべきところはこ
の点です。
次に、②の文章表現です。絵や写真も大事ですが、結
局は文章を読んで「なるほど」と思うことが必要です。こち
らが提案していることがその通りに理解してもらえるような文
章で、できる限り分かりやすい表現にすることが不可欠です。
そして、最終的には③の買ってみたい、あるいは買わな
いと損だな、と思ってもらうことが大切です。テレビショッピ
ングなどで「今から30分間だけ特別値引きします」というよ
うな手法を見かけますが、これも今買わないと損をしますよ、
ということを意識付けるための作戦です。値引きでなくても、
何かしらのメリットがプラスされる、あるいはデメリットがなく
なるようなことを表現することが求められます。

見せ方を変える

中身が良くなったら、見せ方も良くしましょう。同じ内容で
も見せ方が違うだけで効果に差が出ます。
①レイアウトの基本を知る　　②色彩のバランスを考える
③使用する紙を工夫する

①のレイアウトの基本ですが、最低限４つのルールを守り
ましょう。
◦揃える…縦、横の位置を揃える
◦グループ化する…関連する情報は一つにまとめる
◦余白を設ける…文字の行間や図と文章の間、紙の四辺

などに余裕をもたせる
◦コントラストを付ける…重要な箇所に目が行くようにメリハリ

をつける
人の目線は縦向きの場合はZ型（左上→右上→左下→

右下）、横向きの場合はN型（右上→右下→左上→左下）
で動くと言われていますから、縦向きなら左上、横向きなら
右上にキャッチコピーを配置することが有効です。キャッチ
コピーだけでなく、タグライン（特長を簡潔に伝える文言）
も考えましょう。
チラシの組み立て方は版面の下から上の順序で作ります。
一番上はキャッチコピーになります。
②の色彩のバランスですが、単色の場合は色が持つイ

メージが提案する内容にフィットしているかどうかがポイント
です。2色以上使う場合は色と色の関係性がどうなっている
かを把握することが重要です。補色の関係にある、あるい
は類似の色であればよいですが、そうでない場合は色と色
が喧嘩してしまうことがあるので注意が必要です。
③の紙ですが、どのような使い方をするかによって紙の厚

みやコーティングのありなしなどの検討が必要です。印刷会
社に相談するのが一番ですが、予め使い方を具体的にイメー
ジしておくと相談もしやすくなります。ただし、紙の機能が
高まればコストもそれに合わせて高くなるので、予算とのバ
ランスも考えておくことが大切です。

福井県よろず支援拠点では、商品やパンフレットの
デザイン向上策に精通した専門家を配置しています。
商品パッケージ、パンフレットやチラシの作成・見直し
をお考えの方は是非ご相談ください。（相談無料）。

売れない
チラシの改善編

集客のためにチラシを作って色んな
所で配っているけれども、一向に集客

が増えたり、売上が伸びたりということになら
ない。何がダメなのだろうか。どこをどう変え
ると反応が増えるのだろうか？

疑問の概要ふくい産業支援センターでは、県内学生等で創業を目指す方を
応援する「学生ベンチャー・チャレンジ応援事業」を実施して
います。今回は、この事業で応援している学生起業家の活動を
ご紹介します。学生起業のご紹介

オンライン塾事業に挑戦

学生ベンチャー・チャレンジ応援事業をご活用ください
ふくい産業支援センターでは、県内で創業を目指す

学生等（在学中もしくは卒業、中途退学されて１年未
満の方）の皆さまに、創業に必要な経費を助成するこ
とで若者のチャレンジを応援しています。利用条件は
右記のとおりです。

多くの方の利用をお待ちしています（利用には、所
定の様式による申請および審査が必要です）。

【限度額および助成率】助成率10/10（上限95万円）
【助成対象経費】事務所賃借料、事業運営費
【募集期間】随時募集しています
詳しい条件等は、募集のホームページをご参照ください。

公益財団法人ふくい産業支援センター 
新産業支援部 ベンチャー・Ｅビジネス支援グループ
TEL 0776-67-7411　FAX 0776-67-7439
募集ページ https://www.fisc.jp/foundation/s_challenge/ 
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KOGE塾
代表 古家一 隆一郎さん

（福井大学 ４年生）

本事業を活用した学生ベンチャー達
今回の事例のほかにも、以下のような事業を創業する際に

活用されました。
◦ＳＮＳマーケティング事業（高校３年生）
◦古着のネット通販事業（大学４年生）
◦医療者向け教育事業（大学中退）
◦ウェブ動画制作事業（大学３年生）
◦ウェブ制作事業／ポータルサイト運営（大学３年生）

古家一さんの声
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